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半促成栽培の施肥量は，収量目標2.5

トンとして，三要素とも 12"'"'15kgとす

る(第 4図〉。 そのうち元肥に窒素，

加里 6"'"'10kg，りん酸12"'"'15 kgとし

て，残りを追肥として分施する。
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5. 電照栽培における 要

施肥の考え方 言
4又2

電照栽培は半促成栽培の早出しなの量“

で，基本的な考え方は半促成栽培に準

従って施肥量は窒素 18"'-'22kg， りん酸12-----15

kg，加里20"'-'22kgを標準とし，定植時の元肥とし

て，根をいためないように窒素 5-----8 kg， りん酸

12"'-'15kg，力[1里5kgを全面にすき込んで順調に発

育させ，ビニール被覆して電照を始める前に，窒

素 5kg，加盟 3kgの追肥をして株の伸長を促し，

さらに収穫始から，果実収量に応じて液肥を用い

て追肥を行なう。

第3図半促成いちごの収量と，肥料の吸収経過
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1ト~~ I -1100 ずるが，異なる点は，電照によって冬

から春にかけて株が繁茂すること，半

促成栽培より約 1カ月早く収穫でき，

しかも収量が多く， 4トンを目標とす

ー三当
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ることである。

第4図 半促成栽培における施肥量と収量

Gfll積ダナー・福岡闘試 1967)
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6. 株冷蔵栽培における施肥の考え方

株冷蔵栽培は， 10月中旬にï~f床で、ずらしをして

細根を多く出させたものを， 11月中旬に掘り上

げ，根を水で洗って根をいためないようにして，

約20"'-'30日間OOCの冷蔵庫に入れ， 12月上旬にハ

ウス内に定植する栽培である。

根の伸長が少ないので，定植時，地中加温で20

OCにあたためたところに植えつけるが， ハウス

を被覆しているため，地上部も発達する。

根の伸び、が悪いうえ，根は直接土および肥料に

ふれていたみやすいので，元肥には根の伸長lこ必

要なりん酸を多くし，土壌溶液濃度の高まりやす

¥ ¥窒素と加里は少なくする。

また地温をあげているため，肥料の分解吸収が

早いので，元肥は速効性中心のときは窒素 3kg， 

緩効性中心のときは 5"'"'6 kgとし， りん酸 6-----10 

kg，加里 5kg程度とする。

株冷蔵栽培の収量は少なく，第 1期の収量が 1
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第2表株冷蔵栽培における施肥量と

肥ぞけの発生と収量(栃木炭試1966)

施肥鵠/10a i 株死桝 収量 g/2U株

N-P一K 11/20 2/20 3/31まで 合計

3.0-2.4-3.0 30.0 68.3 28 506 

2.0-1.8-2.0 3.3 33.3 102 1428 

1.0-0.5-1.0 。1.7 165 2756 

0.5-0.3ー0.5 。 。318 3149 

トン，第2期の収量 1トン，合計2トンであるの

で，全般に施肥量は少なくてよく，第 1期の収量

のみなら全量で窒素，加里は 7kgまででよいが，

第 2期を含めると12kg程度は必要で，その場合，

収量に応じて追肥，とくに液肥で施すことが大切

である。(第2表〉

7. 品質向上と肥培管理

品質をよくするために有機質肥料が使用されて

¥ ¥るが，有機質や緩効性肥料，硫安分施で3年間

半促成栽培で試験した結果は第3表の通りで， 3 

年聞を通じ硫安分施が最高であった。

肥料の種類で 第3表肥料の種類と糖

異なるが，有機

質肥料などは初

期に障害が少な

く，徐々に吸収

されるから無難

な日巴料といえよ

度との関係

つ。

)JIIl， *1~ 1967 1968 1969 

硫安分施 9.8 8.9 9.3 

腐熟油柏 9.0 

生菜種油粕 9.0 8.6 8.4 

けいふん 8.8 8.1 

油粕魚粕配合 9.3 
7 ノレコ←-)レ

9.3 8.9 8.8 ヰ'8 11:; Ii文

CDU化成 9.3 8.8 9.0 

分施がよかっ

た原因を土壌水

分応力*から考 注:アルコール粕化成は酸分1博物

えると，収穫中に追肥することによって電気伝導

度が高まり，土壌水分張力も比較的高 pFにする

と，第4表のように糖度が高かった。

土壌の水分応力が高くなると根の活動が抑えら

れ，水分の吸収が少なく，植物体内の細胞液濃度

が高まり，葉からの同化生産物の転流が果実へ多

くなり，果実の糖度が高くなるものと解釈され

る。またこの時の土壌水分張力は pF2.5→2.0， 

水分応力=土壊溶液電気伝導度十土機水分張力を

いうが，これは土壌溶液の浸透圧と考えてよL、。
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第4表 土壌水分，肥料が，いちとの糖度に及

ぼす影響(園試久留米 1970)

施 )Jel， 直主当
E C 糖 );;t 

元肥後追肥後 追肥前 追肥後

J流 安 12kg-
0.548 

0.230 9.7 8.7 

12十6 0.366 9.5 9.0 

18 0.722 0.330 9.4 8.6 

CDU化JjX;12 
0.176 

0.145 9.7 8.7 

(追肥硫安)12十6 0.360 9.5 8.9 

18 0.315 0.227 9.6 8.7 

pF 2.5→2.0 0.489 0.269 10.0 9.0 

2.5→1.5 0.404 0.266 9.4 8.6 

2.0→1.5 0.375 0.254 9.4 8.5 

土壌溶液の電気伝導度は (1: 5)で0.36程度で

あった。

なお，いちごの施肥に関して大切なことは，有

機質素材をいちごの前作に十分施して，通気性を

よくし，土壌の緩衝能を高め，有用微生物の増加

と二酸化炭素を多くすることと，常に適濃度にな

るように土壌水分を制御することである。
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